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9
0
セ
ミ
ナ
ー
報
告

一
九
九
〇
年
は
例
年
と
異
な
り
「
開
発

教
育
」
及
び
「
女
性
と
開
発
教
育
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
九
月
二
十
九
、
三
十
日
に

亘
っ
て
セ
ミ
ナ
ー
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
新
宿

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

第
一
日
は
J
A
U
W
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー

で
、
金
谷
敏
郎
氏
の
基
調
講
演
に
続
き
九

支
部
二
委
員
会
に
よ
る
研
究
発
表
が
行
お

れ
、
夜
は
懇
親
会
が
も
た
れ
た
。
第
二
日

は
文
部
省
委
嘱
「
婦
人
の
社
会
参
加
支
援

特
別
推
進
事
業
」
と
し
て
国
際
協
力
事
業

団
他
四
団
体
の
協
力
参
加
を
得
て
全
国
フ

ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
形
を
と
り
、
広
く
一
般

の
方
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
盛
会
だ
っ
た
。

東
京
支
部
は
第
一
日
に
「
東
京
都
の
学

校
に
お
け
る
開
発
教
育
の
実
態
」
と
い
う

研
究
発
表
を
し
た
。
研
究
ス
タ
ッ
フ
は
、

教
育
委
貝
会
、
文
部
省
国
際
理
解
教
育
関

連
校
、
東
京
都
国
際
理
解
教
育
推
進
校
の

中
か
ら
小
・
中
・
高
に
ね
た
っ
て
訪
問
し

調
査
し
た
。
ま
と
め
と
し
て
国
際
理
解
教

育
は
、
何
ら
か
の
形
で
随
分
熱
心
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
と
の
発
表
が
な
さ
れ
た
。

来
年
の
研
究
に
は
一
人
で
も
多
く
の
支

部
会
貝
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
(
吉
田
)

(
実
行
委
員
に
な
っ
て
)

高
井
敬
子

「
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
貝
」
と
云
う
厳
め

し
い
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
訳
も
分
か
ら
ず

ビ
ッ
ク
リ
し
て
る
う
ち
に
、
受
付
の
係
は

ア
レ
ヨ
ア
レ
ヨ
と
云
う
問
に
ど
ん
ど
ん
貝

数
が
埋
ま
っ
て
行
く
。
録
音
係
が
必
要
と

云
う
こ
と
な
の
で
、
機
械
に
強
そ
う
な
福

田
さ
ん
が
そ
の
日
は
風
邪
で
欠
席
し
て
い

ら
し
た
の
に
私
の
独
断
で
、
「
福
田
さ
ん
と

録
音
係
を
ヤ
リ
マ
ー
ス
‖
‥
」
と
名
乗
り
あ

げ
て
し
ま
う
。

さ
て
当
日
録
音
の
責
任
者
の
方
を
待
っ

て
本
番
。
総
て
そ
の
方
の
指
示
通
り
に
止

め
た
り
裏
返
し
た
り
す
る
よ
う
に
と
の
事

で
無
事
1
終
了
‖
‥
翌
日
は
他
の
二
人
の

方
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
私
は
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
時
の
場
内
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
の

係
、
福
田
さ
ん
は
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
と
し

て
「
あ
と
二
分
」
と
一
手
う
時
に
埋
上
の
パ

ネ
ラ
ー
の
方
に
サ
イ
ン
を
出
す
係
。

準
備
の
期
間
か
ら
思
う
と
随
分
時
間
を

か
け
て
漕
ぎ
つ
け
た
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た

が
0
0
日
の
齢
風
の
お
ま
け
迄
つ
い
て
終
お

っ
て
し
ま
う
と
、
あ
っ
と
一
事
う
問
の
出
来

事
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
皆
様
方
の
御

苦
労
が
稔
っ
て
憲
な
く
セ
ミ
ナ
ー
が
終
お

っ
た
事
を
少
し
の
反
省
も
織
り
ま
せ
て
心

か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

.
9
0
セ
ミ
ナ
I
に
参
加
し
て

北
村
和
子

入
会
半
年
足
ら
ず
の
何
も
わ
か
ら
ぬ
身

で
参
加
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、
視
野

の
狭
い
私
に
は
、
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。
初
日
、
先
輩
に
つ
い
て
持
場

に
着
き
、
バ
ザ
ー
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

る
う
ち
に
い
よ
い
よ
セ
ミ
ナ
I
開
始
に
な

り
ま
し
た
。
先
ず
、
テ
ー
マ
の
開
発
教
育

に
つ
い
て
ま
だ
耳
新
し
い
こ
の
言
葉
の
基

調
か
ら
伺
い
、
そ
の
現
状
に
於
い
て
は
浸

透
し
に
く
い
と
の
お
話
し
で
し
た
。
ゴ
ー

ン
ュ
氏
は
イ
ン
ド
の
国
情
か
ら
そ
の
必
要

性
と
根
強
い
風
習
、
地
域
の
対
立
の
中
で

女
性
に
昂
場
を
促
し
努
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
話
さ
れ
、
又
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
現

場
の
教
師
の
臼
井
氏
は
、
自
分
達
の
足
許

か
ら
と
強
調
さ
れ
、
そ
し
て
熟
の
締
っ
た

調
査
研
究
報
告
が
二
日
間
に
亘
り
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
調
査
内
容
は
い
ろ

い
ろ
で
し
た
が
、
共
に
内
容
の
あ
る
報
告

で
し
た
。
そ
の
中
、
東
京
支
部
は
調
査
に

伺
っ
た
学
校
の
先
生
よ
り
お
褒
め
の
言
葉

を
戴
き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
テ
ー
ブ
ル
を

御
一
緒
し
た
他
支
部
の
方
々
と
の
語
ら
い
、

バ
ザ
ー
の
お
手
伝
い
等
充
実
し
た
二
日
間

で
し
た
。
諸
先
輩
の
御
指
導
、
助
言
で
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
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藤
懸
繊
鞄

広
島
支
部「

通
常
総
会
へ
の
御
案
内
」青

山
君
子

第
三
十
四
回
通
常
総
会
は
、
来
る
四
月

一
日
と
二
日
、
広
島
で
開
か
れ
ま
す
。
広

島
で
の
全
国
総
会
は
、
十
九
年
振
り
の
開

催
と
な
り
ま
す
。

広
島
は
、
三
年
後
の
一
九
九
四
年
に
、

首
都
以
外
の
都
市
で
は
初
め
て
の
開
催
と

な
る
ア
ジ
ア
大
会
の
準
備
も
あ
っ
て
、
街

の
中
は
工
事
も
多
く
、
少
々
落
着
き
を
欠

い
て
い
ま
す
が
、
総
会
会
場
、
宿
舎
共
に

平
和
公
園
近
く
、
歩
い
て
二
、
三
分
の
と

こ
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
朝
夕
の
静
か

な
ひ
と
と
き
を
散
策
さ
れ
る
の
も
よ
ろ
し

い
か
と
思
い
ま
す
。

観
光
は
、
江
田
島
、
旧
海
軍
兵
学
校
跡

に
つ
く
ら
れ
た
自
衛
隊
第
一
実
科
学
校
内

の
教
育
参
考
館
を
訪
ね
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
若
く
し
て
散
っ
て
い
っ
た
神
風
特

攻
隊
貝
の
遺
品
や
、
遺
言
は
、
訪
ね
た
人
々

の
心
に
強
く
訴
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

平
和
公
園
に
あ
り
ま
す
原
爆
資
料
館
と
と

も
に
、
一
度
訪
ね
て
い
た
だ
き
た
い
所
の

一
つ
で
す
。

日
本
三
景
の
一
つ
、
宮
島
の
厳
島
神
社

に
も
廻
り
ま
す
。

御
釆
広
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

秋
田
支
部

「
灯
を
か
か
け
て
四
十
余
年
」金

野
和
子

秋
田
支
部
は
昭
和
二
十
二
年
、
会
貝
二

十
余
名
で
全
国
で
九
番
目
、
東
北
で
三
番

目
に
誕
生
し
ま
し
た
。
三
十
年
代
は
東
南

ア
ジ
ア
の
秋
田
大
学
へ
の
留
学
生
の
世
話

を
、
後
半
か
ら
四
十
年
代
は
、
市
の
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
の
一
員
と
し
て
「
愛
の

催
し
」
で
各
施
設
へ
の
援
助
を
し
て
参
り

ま
し
た
。
五
十
年
代
は
京
都
で
の
国
際
大

学
婦
人
連
盟
国
際
会
議
や
大
平
洋
セ
ミ
ナ

I
へ
の
協
力
、
参
加
。
又
、
六
十
年
に
は

本
部
セ
ミ
ナ
ー
へ

「
秋
田
の
婦
人
を
め
ぐ

る
こ
の
十
年
」
を
発
表
。

三
午
前
か
ら
は
バ
ン
グ
ラ
テ
ィ
シ
ュ
と

の
交
流
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
会
員
七
十

名
。
年
間
の
事
業
と
し
て
総
会
の
他
、
「
旭

川
に
清
流
を
」

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
連
動

へ
の
参
加
。
年
次
テ
ー
マ
の
研
修
会
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
奉
仕
、
女
子
孤

児
の
高
校
入
学
税
金
投
与
、
C
C
W
A
の

継
続
、
バ
ン
グ
ラ
テ
ィ
シ
ュ
と
の
交
流
。

県
の
婦
人
生
活
祭
で
の
展
示
と
バ
ン
グ
ラ

テ
ィ
シ
ュ
民
芸
品
の
パ
ザ
I
等
を
や
っ
て

い
ま
す
。
長
年
、
先
輩
が
か
か
げ
続
け
て

き
た
灯
を
な
お
一
層
明
る
く
長
く
か
か
げ

続
け
る
こ
と
が
私
共
の
使
命
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

軍
事
費
軍
事
義
軍
軍
事

講

演

会

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
具
の
国
際
化
と
は

小
中
陽
太
郎
氏

十
一
月
二
十
八
日
・
於
国
立
教
育
会
館

N
H
K
勤
務
を
出
発
点
に
、
べ
平
連
の

反
戦
活
動
、
人
権
に
関
わ
る
幾
多
の
裁
判

の
支
援
ル
ポ
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説

執
筆
、
各
種
の
講
演
に
T
V
出
演
と
、
小

中
氏
の
活
動
の
幅
は
広
い
。
氏
が
レ
ギ
ュ

ラ
ー
で
あ
る
T
V
ワ
イ
ド
番
組
ク
イ
ズ
番

組
で
も
国
際
化
は
著
し
く
、
多
様
な
国
の

情
報
、
事
件
が
、
茶
の
間
へ
の
話
題
と
し

て
、
日
常
的
に
採
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

国
境
を
こ
え
た
電
波
は
意
図
せ
ず
に
激
動

の
時
代
を
演
出
し
、
世
界
が
共
通
の
理
念

で
動
く
誘
因
と
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。

東
西
の
壁
が
取
り
払
お
れ
た
今
、
東
の

自
由
は
、
西
の
自
由
と
同
じ
と
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
は
説
く
。
し
か
し
、
日
本
だ
け
は
違

う
と
小
中
氏
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
フ
ァ
ロ

ー
の
衝
撃
的
な
〃
日
本
封
じ
込
め
〃
論
を

紹
介
す
る
。
即
ち
世
界
共
通
の
普
通
的
原

理
は
日
本
に
通
用
し
な
い
。
日
本
の
民
族

性
と
対
立
す
る
。
日
本
の
商
慣
習
談
合
は
、

自
由
経
済
の
市
場
で
許
さ
れ
る
の
か
、
閉

鎖
的
統
制
機
能
を
待
つ
の
で
は
な
い
か
。

経
済
大
国
日
本
の
私
企
業
は
、
単
独
で
、

自
発
的
に
慈
善
行
為
、
博
愛
活
動
が
で
き

な
い
の
か
。
ア
メ
リ
カ
の
私
企
業
は
、
中

国
の
障
害
者
対
策
が
遅
れ
て
い
る
事
実
を

知
る
と
、
義
手
義
足
工
場
を
現
地
に
設
立
、

寄
贈
し
て
い
る
。
日
本
人
は
、
行
政
的
に

制
度
化
さ
れ
ぬ
限
り
、
国
家
や
民
族
を
考

え
た
理
念
で
行
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
な

い
と
の
指
摘
で
あ
る
。

民
族
的
特
異
性
を
認
め
つ
つ
、
氏
は
、

日
本
が
世
界
共
通
の
土
俵
に
立
つ
拠
点
と

し
て
、
平
和
憲
法
を
あ
げ
る
。
そ
の
根
幹

は
〃
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
自
由
〃
と
い

う
人
権
思
想
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
、

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
相
通
じ
る
普
遍
的
人

権
意
識
と
併
せ
て
、
固
有
文
化
を
尊
重
す

る
こ
と
も
提
言
さ
れ
た
。
氏
が
監
修
さ
れ

た
マ
ン
ガ
源
氏
物
語
英
語
版
を
例
に
、
日

本
の
諸
々
の
事
物
を
洋
書
の
制
約
の
中
で

正
確
に
イ
ラ
ス
ト
化
す
る
繁
雑
さ
、
背
後

に
凝
縮
さ
れ
た
文
化
を
詩
つ
言
葉
を
英
訳

す
る
困
難
さ
を
述
べ
ら
れ
た
。

氏
は
個
々
の
民
族
が
そ
の
風
土
と
歴
史

の
中
で
育
ん
だ
文
化
を
大
切
に
守
る
こ
と

は
、
異
文
化
の
存
在
を
認
識
し
尊
重
す
る

こ
と
で
あ
る
と
ぎ
れ
た
。
そ
し
て
、
お
互

い
が
、
民
族
の
個
別
性
を
縦
軸
に
、
普
遍

的
人
権
意
識
を
横
軸
に
、
国
際
的
調
和
を

つ
く
り
出
す
こ
と
が
真
の
国
際
化
へ
の
眼

目
で
あ
る
と
結
ば
れ
た
。
私
共
は
、
豊
か

な
感
性
と
知
性
を
も
っ
て
、
二
十
一
世
紀

へ
の
交
点
に
立
つ
よ
う
努
め
た
い
と
思
う
。

福
田
綾
子
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支
部
会
員
の
皆
様

私
の
呼
び
か
け
に

耳
を
お
貸
し
下
さ
い

東
京
支
部
長

金
子
京
子

既
に
ご
存
じ
の
通
り
、
来
る
一
九
九
二

年
総
会
は
、
東
京
と
決
ま
り
ま
し
た
。

た
だ
今
、
交
通
便
利
、
格
安
で
、
サ
ー

ビ
ス
も
良
好
、
と
い
う
会
場
選
び
に
奔
走

中
で
す
。
が
、
1
年
後
の
物
価
上
昇
を
考

え
ま
す
と
、
費
用
の
捻
出
に
、
今
か
ら
頭

の
痛
い
思
い
で
、
大
き
な
悩
み
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
こ
で
皆
様
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

・
皆
様
の
ご
好
意
に
よ
る
、
寄
付
金
を

い
た
だ
き
た
い
こ
と

・
ミ
ニ
バ
ザ
ー
の
た
め
の
ご
協
力

・
そ
の
他
運
営
に
適
切
な
ご
助
言
、
情

報
(
例
え
ば
お
み
や
げ
品
に
つ
い
て

の
ご
提
案
等
)

を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と

以
上
の
事
柄
で
す
。

総
会
の
成
功
を
、
ひ
た
す
ら
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

(
ご
送
付
の
際
は

大
学
婦
人
協
会
内

東

京

支

部

宛

と
ご
明
記
下
さ
い
)

次
に
、
こ
の
会
の
年
会
費
の
使
途
に
疑

問
(
他
団
体
よ
り
高
額
な
の
に
、
見
返
り

が
少
な
い
)

を
お
待
ち
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
の
で
、
簡
単
に
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

お
納
め
い
た
だ
く
年
会
費
六
千
円
は
、

本
部
に
四
千
円
、
支
部
に
は
二
千
円
と
配

分
さ
れ
、
支
部
維
持
費
と
し
て
便
ね
れ
て

お
り
ま
す
。

詳
細
は
、
会
報
「
と
も
し
ぴ
」
年
2
回

発
行
。
「
お
し
ら
せ
」
を
必
要
に
応
じ
て
発

行
、
皆
様
に
時
々
の
情
報
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
時
勢
に
即
し
た
内
容

の
講
座
、
講
演
会
を
折
々
開
催
。
又
、
食

事
や
楽
し
い
語
ら
い
を
織
り
込
ん
で
の
日

帰
り
研
修
旅
行
等
を
行
い
、
こ
れ
等
の
催

し
に
は
、
参
加
者
の
ご
好
意
に
よ
り
、
幾

ら
か
の
参
加
費
を
頂
く
事
も
あ
り
、
会
の

円
滑
な
運
営
の
助
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
集
会
の
都
度
、
ミ
ニ
バ
ザ

ー
を
闘
い
た
り
し
、
委
貝
は
絶
え
ず
会
の

発
展
に
努
力
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
等
行

事
の
計
画
準
備
実
行
の
費
用
等
、
総
て
委

貝
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

会
の
発
展
の
為
、
よ
り
多
く
の
方
々
の

ご
入
会
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

勧
誘
に
お
力
添
下
さ
い
ま
す
様
、
お
願
い

致
し
ま
す
。
も
雑
駁

新
講
座
案
内

浮
世
絵
版
画

三
回
シ
リ
ー
ズ

一
九
九
〇
年
度
末
を
飾
る
行
事
と
し
て

浮
世
絵
版
画
の
講
座
を
計
画
し
て
い
る
。

講
師
に
は
浮
世
絵
研
究
の
第
一
人
者
の

鈴
木
垂
三
先
生
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
で

き
、
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

鈴
木
重
三
先
生
は
、
昭
和
一
六
年

東

大
国
文
学
科
卒
業

元
国
立
国
会
図
書
館

司
書
監

平
成
元
年

白
百
合
女
子
大
教

授
退
官
、
浮
世
絵

(
後
期
)

と
文
学
と
の

交
流
の
研
究
家
で
、
広
く
浮
世
絵
版
画
の

研
究
で
は
日
本
で
も
最
高
の
方
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
御
著
書
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

・
日
本
版
画
便
覧

・
「
広
重
」

(
日
本
経
済
新
聞
社
)

・
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典

編
集

・
「
絵
本
と
浮
世
絵
」

(
美
術
出
版
社
)

・
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集

共
著

-
毎
日
出
版
文
化
賞
受
賞
(
岩
波
)

第
一
回
目
、
二
月
十
九
日
(
火
)
、
二
回

目
、
三
月
十
二
日
(
火
)
、
午
後
二
時
よ
り

飯
田
橋
に
あ
る
東
京
都
婦
人
情
報
セ
ン
タ

I
に
て
、
ス
ラ
イ
ド
等
豊
富
な
資
料
を
ご

用
意
下
さ
っ
て
の
お
話
し
を
伺
う
。

三
回
目
は
三
月
二
十
六
日
、
足
立
版
画

研
究
所
の
ご
好
意
で
同
所
を
訪
問
、
製
作

の
現
場
見
学
を
通
し
て
勉
強
す
る
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

国
内
奨
学
金
贈
呈
式

一
月
十
九
日

国
立
教
育
会
館

金
子
支
部
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、

鍛
島
国
内
奨
学
安
貞
長
よ
り
一
般
奨
学
生

(
学
部
七
名
、
大
学
院
八
名
)

及
び
安
井

医
学
奨
学
生
、
ホ
ー
ム
ズ
奨
学
生

(
各
一

名
)
の
選
考
経
過
報
告
と
同
奨
学
金
贈
呈
。

又
、
野
崎
社
会
福
祉
委
員
長
に
よ
っ
て
社

会
福
祉
奨
学
生

(
二
名
)

の
選
考
経
造
報

告
の
後
、
同
奨
学
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

次
に
中
村
会
長
の
祝
詞
の
後
、
受
賞
者

が
各
々
の
研
究
、
抱
負
等
を
述
べ
て
挨
拶
、

中
で
も
身
体
に
障
害
を
持
つ
社
会
福
祉
奨

学
生
の
努
力
に
感
動
、
さ
さ
や
か
な
奨
学

金
な
が
ら
そ
の
挿
つ
意
義
の
大
き
さ
に
も

っ
と
多
数
の
出
席
が
得
ら
れ
た
ら
と
思
う
。

小
憩
後
、
野
本
照
子
氏

(
東
京
女
子
医

大
教
授
)

の
記
念
講
演
「
生
体
内
の
ホ
ル

モ
ン
の
役
割
」
に
生
命
の
不
思
議
を
思
い
、

平
野
副
部
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
。
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ベ
ル
ギ
ー
所
感

そ
の
2

食
生
活

山

本

明

子

前
回
に
引
き
続
い
て
、
少
し
ベ
ル
ギ
ー

の
食
物
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
う
。

我
々
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
料
理
を
西
洋
料
理

と
い
う
形
で
十
把
一
か
ら
げ
に
し
が
ち
だ

が
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
そ
れ
ぞ
れ

の
料
理
が
あ
り
、
一
つ
の
国
の
中
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の
料
理
と
い
う
の
か
あ

っ
て
、
少
し
ず
つ
違
っ
て
い
る
の
か
お
も

し
ろ
い
。

そ
れ
で
は
ベ
ル
ギ
ー
の
料
理
は
ど
う
か

と
い
う
と
、
こ
れ
は
ベ
ル
ギ
ー
の
文
化
全

体
に
ね
た
っ
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る

と
思
う
が
、
言
葉
が
同
じ
だ
け
あ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
に
近
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

沢
山
の
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ど
れ
も
が
料
理
が
お
い
し
い
と
い
う

お
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
、
ベ
ル
ギ
ー
は

や
は
り
料
理
が
お
い
し
い
国
の
一
つ
だ
と

思
う
。
た
だ
何
と
い
っ
て
も
ブ
ラ
ッ
セ
ル

で
北
緯
五
十
度
だ
か
ら
か
な
り
北
で
あ
り
、

従
っ
て
料
理
も
北
の
地
方
の
特
色
が
あ
り
、

や
や
ゲ
ル
マ
ン
的
で
あ
る
。

こ
れ
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
だ

が
、
統
計
で
は
じ
ゃ
が
い
も
も
ど
-
ル
も

一
人
当
り
の
消
費
量
は
ド
イ
ツ
を
抜
い
て

ベ
ル
ギ
ー
の
方
が
多
く
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

も
ス
イ
ス
を
抜
い
て
ベ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
ワ
イ

ン
が
出
来
る
の
に
比
べ
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は

ワ
イ
ン
は
出
来
な
い
。
そ
の
た
め
そ
の
分

だ
け
ど
-
ル
を
飲
む
の
か
ど
う
か
は
ね
か

ら
な
い
が
、
と
に
か
く
二
百
種
類
以
上
の

ど
-
ル
か
め
る
。
色
も
日
本
の
よ
う
な
ど

-
ル
か
ら
殆
ど
黒
に
近
い
も
の
、
ア
ル
コ

ー
ル
度
の
非
常
に
強
い
も
の
、
少
し
楯
分

を
含
ん
で
い
る
も
の
、
さ
く
ら
ん
ぼ
か
ら

作
っ
た
も
の
等
が
あ
る
。
料
理
も
肉
を
ビ

ー
ル
で
煮
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ビ
ー
ル

を
使
っ
た
も
の
が
か
な
り
あ
る
。

じ
ゃ
が
い
も
は
西
洋
の
国
で
は
ど
こ
で

も
色
々
な
形
で
よ
く
食
べ
る
。
だ
か
ら
こ

れ
ら
の
国
で
は
日
本
の
よ
う
に
一
キ
ロ
二

キ
ロ
と
い
っ
た
上
品
な
買
い
方
は
せ
ず
、

十
キ
ロ
と
か
二
十
キ
ロ
と
か
い
っ
た
単
位

で
大
き
な
袋
で
買
う
。
そ
れ
を
色
々
に
料

理
す
る
が
、
魚
に
は
粉
ふ
き
い
も
、
肉
に

は
い
ね
ゆ
る
フ
リ
ッ
ト
と
い
う
拍
子
木
に

切
っ
た
唐
揚
げ
を
つ
け
る
。
こ
の
ワ
リ
ッ

ト
と
い
う
の
を
道
端
で
三
角
の
形
を
し
た

紙
の
中
に
入
れ
て
売
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

も
フ
ラ
ン
ス
で
は
オ
イ
ル
で
揚
げ
る
の
に

比
べ
、
ベ
ル
ギ
ー
は
ラ
ー
ド
で
揚
げ
る
。

こ
の
方
が
や
お
ら
か
く
仕
上
が
る
。

首
都
ブ
ラ
ッ
セ
ル
の
中
心
の
市
役
所
の

あ
る
広
場
、
グ
ラ
ン
プ
ラ
ス
の
近
く
の
い

わ
ゆ
る
食
物
横
丁
と
名
付
け
ら
れ
た
狭
い

レ
ス
ト
ラ
ン
が
軒
を
連
ね
た
通
り
で
、
ム

ー
ル
貝
の
ワ
イ
ン
蒸
し
と
フ
リ
ッ
ト
を
取

り
、
そ
れ
で
ビ
ー
ル
で
も
飲
め
ば
ま
さ
に

ベ
ル
ギ
ー
的
気
分
に
な
る
。
帰
り
に
そ
の

近
く
の
ト
ゥ
ー
ン
と
い
う
小
さ
い
芝
居
小

屋
で
人
形
劇
で
も
見
れ
ば
一
層
そ
の
気
分

が
増
す
。

こ
の
じ
ゃ
が
い
も
は
ド
イ
ツ
か
ら
東
欧

の
方
で
は
ク
ル
ー
ゼ
と
い
っ
て
じ
ゃ
が
い

も
を
す
り
下
ろ
し
、
や
た
ら
と
複
雑
な
過

程
を
へ
て
団
子
に
し
た
の
を
食
べ
る
が
、

私
の
、
え
こ
ひ
い
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ

ん
な
手
間
暇
を
か
け
た
も
の
よ
り
こ
の
フ

リ
ッ
ト
の
方
が
ず
っ
と
お
い
し
い
よ
う
な

気
が
す
る
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
本
来
甘
い
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
の
中
に
更
に
甘
い
詰
め
物
が
し
て
あ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
好
き

す
き
で
あ
る
が
、
私
に
し
て
み
れ
ば
や
は

り
北
方
的
で
あ
る
と
い
う
気
が
す
る
。

プ
ラ
ッ
セ
ル
と
い
う
所
は
東
京
よ
り
ず

っ
と
狭
い
都
市
で
あ
る
か
ら
こ
そ
こ
の
様

な
事
が
出
来
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
私

が
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
旅
行
で
行
っ
た
よ
う
な

場
合
、
滞
在
日
数
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

昼
も
夜
も
ふ
さ
が
っ
て
い
る
と
い
う
よ
う

な
事
が
よ
く
あ
る
。
そ
ん
な
時
、
そ
れ
で

は
食
前
酒
に
来
な
い
か
と
誘
お
れ
る
。
こ

の
食
前
酒
-
ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
ー
と
い
う
の

は
大
体
六
時
半
か
ら
夕
食
の
始
ま
る
八
時

頃
ま
で
で
、
よ
く
夫
人
が
仕
事
を
持
っ
て

い
て
人
を
夕
食
に
呼
ぶ
暇
が
な
い
よ
う
な

時
も
こ
の
よ
う
な
呼
ば
れ
方
を
す
る
。
こ

の
場
合
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
と
か
ボ
ル
ト
ー
と

か
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
よ
う
な
も
の
の
他
、

チ
ー
ズ
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
オ
リ
ー
ヴ
の
よ
う

な
つ
ま
み
も
の
が
出
る
だ
け
で
後
は
お
し

ゃ
べ
り
で
あ
る
。
こ
ん
な
簡
単
な
方
法
で

人
に
会
え
る
と
い
う
の
が
ベ
ル
ギ
ー
の
よ

さ
だ
。
東
京
で
は
ま
さ
か
一
時
間
も
か
け

て
家
に
来
る
友
人
を
ウ
ィ
ス
キ
ー
一
杯
で

帰
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
と
ベ
ル

ギ
ー
人
の
そ
う
ま
で
し
て
お
互
い
に
会
お

う
と
す
る
人
好
き
の
良
さ
に
は
感
激
す
る

(
次
頁
下
段
へ
つ
づ
く
)
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せ
て
い
た
だ
い
た
。
東
京
で
唯
一
つ
の
江

戸
風
鈴
工
場
で
は
、
中
村
会
長
他
有
志
の

方
々
が
、
ま
さ
に
世
界
で
一
つ
し
か
な
い

自
分
の
手
造
り
風
鈴
造
り
に
挑
戦
、
全
貝

の
拍
手
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
浴
び
る
。
自
然

動
物
園
で
雛
か
ら
人
間
に
育
て
ら
れ
た
ペ

ン
ギ
ン
が
人
を
信
じ
き
っ
て
背
を
さ
す
ら

せ
て
く
れ
る
。
濡
れ
た
鯛
の
様
な
手
ざ
れ

り
た
。
葛
西
の
臨
海
水
族
館
迄
は
水
上
パ

ス
で
三
十
分
。
厚
さ
二
十
六
梶
の
ガ
ラ
ス

の
水
槽
を
群
泳
す
る
マ
グ
ロ
。
自
然
の
彩

色
に
息
を
の
み
美
し
い
南
の
海
の
魚
達
。

時
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
一
日
で
あ
っ
た
。

親
切
に
ご
案
内
下
さ
っ
た
江
戸
川
区
の
職

貝
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
の
言
葉
を
捧
げ

た
い
。

①
小
職
川
場
出
帆
水
公
議
②
持
饗
守
(
彫
心
の
松
)
⑪
汀
一
′
I

岨
鈴
④
草
城
曲
調
⑪
し
ゃ
ぶ
事
⑲
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

月
並
み
を
言
い
方
な
が
ら
「
心
か
け
の

良
い
」
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
た
た
め
か
、
抜

け
る
様
な
青
空
と
な
っ
た
。
賑
や
か
な
声

を
乗
せ
て
バ
ス
は
先
ず
親
水
公
園
へ
。

〃
水
し
づ
か
な
る
江
戸
川
の
、
流
れ
の

岸
に
生
れ
出
て
、
岸
の
ほ
と
り
の
花
形
に
、

お
れ
ば
乙
女
と
な
り
に
け
り
〃

の
藤
村
の

詩
を
思
い
出
し
た
。
花
の
頃
は
さ
ぞ
や
と

思
お
れ
る
。
影
向
の
松
で
有
名
な
書
誌
寺

で
は
、
「
ぼ
け
な
い
よ
う
に
」
と
勝
手
な
お

願
い
を
し
て
お
賓
頭
盛
様
の
頭
を
な
で
さ

図
書
紹
介

「
イ
ナ
グ
ヤ

ナ
ナ
パ
チ
」

堀
場
清
子
菩

(
ド
メ
ス
出
版
)

「
津
田
梅
子
」

大
庭
み
な
子
若

(
朝
日
新
聞
社
)

東
京
支
部
で
は
、
.
9
0
セ
ミ
ナ
ー
「
女
性

と
開
発
教
育
」
に
参
加
す
る
た
め
、
春
か

ら
勉
強
会
、
調
査
活
動
を
重
ね
、
理
解
を

深
め
て
来
た
。
セ
ミ
ナ
ー
当
日
、
遠
く
イ

ン
ド
か
ら
来
日
頂
い
た
チ
ト
ラ
・
ゴ
ー
シ

ュ
女
史
の
お
話
は
、
女
性
と
開
発
教
育
の

関
わ
り
を
具
体
的
に
呈
示
し
て
下
さ
っ
た
。

「
イ
ン
ド
の
女
性
の
現
況
は
百
年
前
の
日

本
の
そ
れ
で
す
…
…
…
」
と
。

O

「
イ
ナ
グ
ヤ

ナ
ナ
バ
チ
」

は
、
沖
縄

の
言
い
伝
え
で
、
女
は
七
つ
の
罰
を
か
ぶ

っ
て
生
ま
れ
る
と
言
う
。
本
土
と
は
異
な

る
風
景
に
、
山
裾
に
白
く
立
派
を
亀
甲
基

を
見
る
。
沖
縄
の
地
理
上
の
位
置
か
ら
、

華
南
地
方
の
影
響
と
、
大
和
か
ら
の
古
い

因
習
を
も
色
濃
く
残
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
戦
後
ま
で
続
く
洗
骨
の
風
習
を
廃
止

し
、
火
葬
場
建
設
運
動
を
展
開
し
た
女
性

達
を
訪
ね
、
聞
き
書
を
元
に
緩
め
ら
れ
た
。

外
に
琉
装
・
琉
髪
の
廃
止
、
ト
ー
ト
ー
メ

ー
(
財
産
権
を
伴
う
位
牌
)

の
男
系
継
承

の
廃
止
等
を
め
ぐ
る
沖
縄
の
近
代
女
性
史

で
あ
る
。
東
京
女
子
大
の
女
性
史
青
山
を

を
賞
の
、
今
年
度
受
賞
作
で
あ
る
。
因
習

の
実
態
と
、
因
習
が
現
存
す
る
社
会
の
人
々

の
苦
悩
を
知
る
事
が
出
来
る
。

O
「
津
田
梅
子
」
は
、
不
思
議
な
運
命
で
、

幼
く
し
て
渡
米
し
、
米
国
の
教
育
を
受
け

た
梅
子
が
、
や
が
て
十
八
歳
を
迎
え
る
一

八
八
二
年
、
帰
朝
す
る
船
室
で
書
い
た
手

紙
に
始
ま
る
。
十
一
年
間
米
国
で
彼
女
を

養
育
し
た
ラ
ン
マ
ン
夫
人
ア
デ
リ
ン
宛
。

ふ
と
発
見
さ
れ
た
三
十
年
に
亘
る
書
簡
の

数
々
を
も
と
に
、
百
午
前
の
日
本
女
性
の

姿
、
日
本
の
女
子
教
育
に
尽
く
す
た
め
後

の
津
田
塾
大
学
を
設
立
し
た
梅
子
を
生
涯

に
亘
っ
て
物
心
両
面
で
助
け
た
多
く
の

が
、
一
人
一
人
が
優
れ
た
エ
ン
タ
テ
ー
ナ

ー
で
あ
っ
て
結
婚
何
周
年
記
念
と
か
い
ろ

い
ろ
の
口
実
を
設
け
て
お
互
い
に
食
事
を

し
楽
し
も
う
と
い
う
事
に
な
る
。
そ
の
人

生
の
楽
し
み
方
に
は
日
本
人
に
は
な
い
も

の
を
感
じ
る
。

人
々
の
存
在
を
描
く
。
問
題
解
決
の
為
に
、

異
性
と
自
由
に
意
見
を
交
お
し
、
未
来
を

展
開
す
る
視
点
を
、
男
性
と
は
違
う
女
性

の
立
場
か
ら
発
言
出
来
る
女
性
を
育
て
た

い
と
い
う
夢
。
か
つ
て
豊
か
な
米
国
の
人

か
ら
受
け
た
も
の
を
、
百
年
後
の
豊
か
な

日
本
の
人
々
が
連
な
り
巡
っ
て
、
ア
ジ
ア

や
ア
フ
リ
カ
の
梅
子
の
為
に
尽
し
て
欲
し

い
と
の
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
書
物
が
翻
訳
さ
れ
、
途
上
国

の
女
性
に
読
ま
れ
る
と
、
彼
女
達
に
新
し

い
勇
気
と
希
望
を
与
え
る
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
開
発
途
上
国
の
人
々
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
へ
の
理
解
と
共
感
と
励
ま

し
が
あ
っ
て
こ
そ
、
日
本
の
経
済
援
助
も
、

そ
れ
に
ふ
さ
お
し
い
評
価
を
受
け
る
の
で

は
な
い
か
と
思
お
れ
る
。
当
協
会
の
会
員

の
方
々
は
す
で
に
一
読
さ
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
が
、
特
に
若
い
世
代
に
お
奨
め
し
た

く
御
紹
介
し
た
次
第
で
あ
る
。
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東京支部新入会員 (1990年11月現在)

氏 名 出身校 住 所 氏 名 出身校 住
書聖 

加藤敬子 瀬木耳合 金子京子 橋口弥生 植田美佳 石津幸子 織田由紀子 高井敬子 
度 目女 実 実 津 大女 東女 聖心 

田中精子 早船アイ子 福島規代子 村松幹子 渡辺恵子 橋本順柴 木材調子 野本照子 

京女 津 津 日女 東京 甲南 津 東女医 l営● 

和田和子 森史江 北村和子 百束礼子 磯村明子 水注栄子 吉田昭板 森本泰子 田中良子 中村恵理子 

日女 京女 美 奈女 鹿 茶 目女 大阪 津 津 京女 青学 聖心 

川田恵子 池上質英子 和泉邦子 小尾緑 奥田良子 鷹田貞子 井上雅子 関口悦子 麻生直子 
束子 津 東学 実 奈女 東女 大女 日大 茶 

〔物故会 員〕 

保科連子 川村やよい 有本玲子 

小野寺あや 子 東 女 88年9月15日 

大 岩 春 子

淳 子津 

90午4月23日 

徳永喜久 90年7月28日 

野見山不 二 日 女 90年11月26日 

井上久仁子 東 女 謹んで御 冥福をお祈 り申し上げます。 

サ
ー
ク
ル
紹
介

0
俳
句
会

毎
月
第
一
月
曜
日

十
二
時
半
̃
四
時

於

事
務
所

「
馬
酔
木
」
同
人
、
村
上
光
子
氏
指
導
。

0
読
書
会

毎
月
第
二
火
曜
日

一
時
半
-
三
時
半

於

事
務
所

「
世
界
史
を
よ
む
」
の
一
環
と
し
て
今
、

旧
約
聖
書
を
。
次
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話

-
イ
ン
ド
神
話
等
の
予
定
。

D
英
語
会

毎
週
金
曜
日

十
時
̃
十
二
時

於

東
京
都
婦
人
情
報
セ
ン
タ
I

「
ア
メ
リ
カ
史
を
た
ど
る
」
講
師
は
石

塚
英
子
氏
。
十
回
で
一
万
二
千
円
。

D
古
典
を
読
む
会
-
平
家
物
語
-

毎
月
第
二
、
第
四
月
曜
日

一
時
半
̃
三
時

於

事
務
所

講
師
は
山
川
正
子
氏
。
十
回
五
千
円
。

∴
サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
ね
せ
、

ご
希
望
は
左
記
へ
ど
う
ぞ
。

俳
句
会

菩
∞
雪
ぎ
筆

(
佐
藤
)

読
書
会

宝
器
・
お
-
∞
醤
鼻

(
遠
藤
)

英
語
、
古
典

∽
霊
や
∞
8
『
(
峯
川
)

し
ぶ
V
I
・
新
春
の
つ
と
い
・
-
Å
父
子

1
/
2
6
出
高
齢
京
急
ホ
テ
ル
に
於
い
て

盛
大
に
行
お
れ
ま
し
た
。

◎
寄
付

例
年
の
如
く
、
左
記
の
所
に
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
歳
末
の
寄
付
を
い
た

し
ま
し
た
。

○
愛
憐
会

○
留
学
生
相
談
室

◎
委
員
交
代

山
本
明
子
さ
ん
が
都
合
で

辞
任
さ
れ
、
後
任
に
人
見
美
枝
子
さ
ん

が
な
ら
れ
ま
し
た
。

轡
鵬
胴
囲
剛
開
脚
甲

飽
閻
営
口
I
縛
Ⅷ
Ⅲ
Ⅵ
い

編
集
後
記

昨
年
の
猛
暑
の
さ
な
か
、
イ
ラ
ク
の
ク

エ
ー
ト
侵
攻
に
よ
る
人
質
の
ニ
ュ
ー
ス
に

冷
水
を
あ
び
た
思
い
で
成
り
行
き
を
見
守

り
ま
し
た
。
幕
に
仝
貝
解
放
、
帰
国
と
ま

ず
は
一
安
心
で
新
し
い
午
を
迎
え
ま
し
た
。

「
平
和
」
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

昨
年
秋
の
全
国
セ
ミ
ナ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
テ
ー
マ

「
開
発
教
育
」
は
、
世
界
の
平

和
に
向
け
て
時
を
得
た
も
の
で
し
た
。

経
験
豊
か
な
先
輩
の
足
手
ま
と
い
に
な

り
な
が
ら
、
も
り
た
く
さ
ん
の
内
容
で
「
と

も
し
び
」
九
号
を
お
届
け
で
き
る
喜
び
を

味
ね
い
ま
し
た
。

次
号
も
取
捨
選
択
に
困
る
ほ
ど
の
ご
投

稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
石
津
)

と
も
し
び
九
号

発
行
日

一
九
九
一
年
二
月
一
日

発
行
大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

編
集
若
井
綾
子

〒
脚
新
宿
区
新
宿
七
十
七
十
八
戸
山
マ
ン
シ
ョ
ン
二
四
一
号

矧
〇
三
-
三
二
〇
二
I
〇
五
七
二

印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱


